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『
稚
枝
鳩
』
に
お
け
る
悪
人
像

―
『
優
曇
華
物
語
』
と
の
関
連
性
を
め
ぐ
っ
て

―

池
田　

真
紀
子

キ
ー
ワ
ー
ド
：
曲
亭
馬
琴
／
後
期
読
本
／
『
稚
枝
鳩
』
／
悪
人
像

一
、
は
じ
め
に

文
化
年
間
初
頭
、
山
東
京
伝
は
『
忠
臣
水
滸
伝
前
編
』（
寛
政
十
一
年
刊
）
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
後
期
読
本
流
行
の
端
緒
を
作
っ
た
。

後
続
で
参
入
し
た
曲
亭
馬
琴
は
、
京
伝
の
作
品
を
模
倣
し
つ
つ
作
品
を
執
筆
し
た
。
こ
の
時
期
の
京
伝
と
馬
琴
は
交
互
に
作
品
を
発
表
し

て
お
り
、
そ
の
作
品
群
は
趣
向
や
物
語
の
構
造
の
面
で
、
類
似
点
が
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
二
人
の
作
家
に
よ
る
〝
競
合
状

態
〞
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た（
１
）。

『
復
讐

奇
譚

稚わ
か

枝え
の

鳩は
と

』（
文
化
二
年
刊
、
以
下
『
稚
枝
鳩
』）
は
、
曲
亭
馬
琴
に
よ
る
仇
討
物
で
あ
る
。
本
作
は
、
前
述
の
〝
競
合
状
態
〞
の
最
中
、

後
期
読
本
の
様
式
が
形
成
さ
れ
て
い
く
段
階
で
執
筆
さ
れ
た
馬
琴
の
半
紙
本
読
本
の
第
二
作
目
で
あ
り
、
前
年
に
刊
行
さ
れ
た
京
伝
の

『
優う
ど
ん
げ
も
の
が
た
り

曇
華
物
語
』（
文
化
元
年
刊
、
以
下
『
優
曇
華
』）
と
の
影
響
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
。
当
然
、〝
競
合
状
態
〞
の
一
端
を
示
す
作
品
と
し
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て
、
前
述
の
議
論
の
対
象
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
先
行
研
究
で
は
同
時
期
に
京
伝
と
馬
琴
が
著
し
た
他
の
作
品
に
比
べ
て

注
目
度
が
低
く
、
十
分
な
考
察
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
馬
琴
と
京
伝
の
作
品
に
見
ら
れ
る
〝
競
合
状
態
〞
を
踏
ま
え
て

『
稚
枝
鳩
』
を
考
察
し
、『
優
曇
華
』
と
の
関
連
性
を
検
証
す
る
。

二
、〝
競
合
状
態
〟
に
お
け
る
『
稚
枝
鳩
』
と
『
優
曇
華
物
語
』

ま
ず
、
前
述
の
〝
競
合
状
態
〞
や
、
そ
の
観
点
か
ら
言
及
さ
れ
て
き
た
『
稚
枝
鳩
』
と
『
優
曇
華
』
に
関
す
る
議
論
を
整
理
し
た
い
。

〝
競
合
状
態
〞
と
『
稚
枝
鳩
』『
優
曇
華
』
の
関
連
性
に
同
時
に
ふ
れ
た
先
行
研
究
と
し
て
、
古
く
は
小
池
藤
五
郎（
２
）、

後
藤
丹
治（
３
）、

笹
野

堅（
４
）、

中
村
幸
彦（
５
）な

ど
の
言
及
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
の
中
で
、『
稚
枝
鳩
』
と
『
優
曇
華
』
は
類
似
箇
所
が
多
く
、
馬
琴
と
京
伝
の
〝
競

合
状
態
〞
を
示
す
例
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
馬
琴
の
前
作
『
月
氷
奇
縁
』（
文
化
二
年
刊
）
の
方
が
『
優
曇
華
』

と
の
類
似
点
が
多
く
、『
稚
枝
鳩
』
以
上
に
影
響
関
係
が
色
濃
い
と
い
う
見
方
も
な
さ
れ
て
き
た（
６
）。

こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
馬
琴
と
京
伝
に
よ
る
「
競
争
」「
競
作
」
と
す
る
見
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
研
究

が
進
む
に
つ
れ
、
別
の
見
解
も
生
じ
て
く
る
。
大
高
洋
司
は
「
京
伝
、
馬
琴
と
〈
勧
善
懲
悪
〉」
に
お
い
て
、「〈
稗
史
も
の
〉
読
本
の
文

藝
様
式
は
、
京
伝
を
中
心
に
、
文
化
三
、
四
年
頃
ま
で
ご
く
近
し
い
と
こ
ろ
に
い
た
馬
琴
（
及
び
両
者
と
協
力
関
係
に
あ
っ
た
書
肆
鶴
屋

喜
右
衛
門
）
と
の
「
談
合
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
面
が
大
き
い
」
と
の
「
仮
説
」
を
示
し
、
そ
の
根
拠
に
作
品
構
造
・
趣
向
の
近
似
性

を
挙
げ
る（
７
）。

大
高
以
前
の
作
品
考
察
を
通
じ
た
議
論
の
ほ
か
、
出
版
資
料
の
側
面
か
ら
こ
の
議
論
に
言
及
し
た
も
の
も
あ
る
。
高
木
元
は
、『
江
戸

読
本
の
研
究
―
十
九
世
紀
小
説
様
式
攷
』
で
、「
文
化
元
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
の
刊
行
順
序
」
に
注
目
し
、「
京
伝
の
『
優
曇
華
物
語
』
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を
文
化
元
年
十
二
月
に
、
馬
琴
の
『
稚
枝
鳩
』
を
文
化
二
年
正
月
に
出
し
て
い
る
。
こ
の
二
作
は
、
共
に
文
化
二
年
春
の
新
板
と
い
う
意

識
で
出
さ
れ
た
も
の
」
と
し
つ
つ
、
文
化
三
年
の
新
板
と
し
て
『
曙
草
紙
』
と
『
剿
盗
異
録
』
を
、
文
化
四
年
の
新
板
と
し
て
『
善
知
安

方
』
と
『
梅
柳
新
書
』
が
同
様
の
例
に
挙
げ
る
。
同
時
に
、
諸
作
品
の
出
版
背
景
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
文
化
期
初
頭
の
馬
琴
と
京
伝
の

作
風
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
そ
れ
ま
で
の
研
究
者
が
「
感
情
移
入
」
し
た
結
果
、「
京
伝
と
馬
琴
と
の
対
立
競
争
意
識
の
反
映
と
し
て

説
明
し
て
き
た
」
と
批
判
し
、「
江
戸
読
本
を
流
行
さ
せ
る
た
め
に
板
元
で
あ
る
鶴
屋
喜
右
衛
門
が
意
図
的
に
演
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

出
し
た
も
の
と
考
え
る

べ
き
」
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る（
８
）。

こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
戦
前
か
ら
の
研
究
史
で
は
、
文
化
年
間
初
頭
の
馬
琴
と
京
伝
の
諸
作
品
の
中
で
、
趣
向
を
模
倣
し
合

う
・
刊
行
時
期
が
近
い
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
た
た
め
、
作
者
同
士
で
競
い
合
う
よ
う
な
意
識
が
あ
っ
た
と
す
る
見
方
が
、
一
様
に
な
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
作
品
本
文
へ
の
詳
細
な
検
討
や
従
来
の
研
究
史
の
洗
い
直
し
に
よ
っ
て
、
作
者
同
士
の
〝
競
作
〞
と
さ
れ
た
状
況

は
、
作
品
の
売
れ
行
き
や
板
元
の
意
向
に
配
慮
し
た
、
意
図
的
な
執
筆
上
の
戦
略
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
に
落
ち
着
い
た
の
で
あ
る
。
管

見
の
限
り
、
こ
の
議
論
に
さ
ら
に
注
目
し
た
研
究
は
、
こ
れ
以
降
見
当
た
ら
な
い
。

『
稚
枝
鳩
』
は
、
京
伝
と
馬
琴
が
意
図
的
な
〝
競
合
状
態
〞
に
あ
っ
た
最
中
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
研
究
史
上
で
は
『
月

氷
奇
縁
』
の
方
が
『
優
曇
華
』
と
の
類
似
点
が
多
い
と
い
う
見
方
に
よ
っ
て
、
考
察
の
必
要
性
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
。
以
上
の
よ
う
な
内

容
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、『
稚
枝
鳩
』
に
対
す
る
よ
り
詳
細
な
考
察
を
試
み
、『
優
曇
華
』
と
の
関
連
性
を
改
め
て
検
討
す
る
。

三
、『
増
補
外
題
鑑
』
の
記
述

『
稚
枝
鳩
』
の
考
察
に
あ
た
り
、
作
品
に
関
す
る
当
時
の
認
識
を
確
認
し
た
い
。『
稚
枝
鳩
』
と
『
優
曇
華
』
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
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岡
田
琴
秀
・
為
永
春
水
著
『
増
補
外
題
鑑
』（
一
八
三
八
年
）
に
記
述
が
見
え
る（
９
）。

『
増
補
外
題
鑑
』
の
書
誌
は
、
鈴
木
圭
一
や
横
山
邦
治
の
諸
論
文
が
詳
し
い
）
10
（

。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、『
増
補
外
題
鑑
』
は
、
文
化
末

年
に
刊
行
し
た
一
枚
刷
の
『
出
像
稗
史
外
題
鑑
』
の
ほ
か
、
複
数
冊
の
既
存
の
目
録
の
内
容
を
併
せ
て
編
集
さ
れ
た
。
各
本
の
解
説
は
春

水
が
担
当
し
た
と
さ
れ
、
特
に
馬
琴
や
京
伝
な
ど
江
戸
の
作
者
の
作
品
を
多
く
取
り
上
げ
る
傾
向
が
あ
る
。

さ
て
、
問
題
の
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

う
ど
ん
げ
物も
の
が
た
り語　

全
六
冊　
　

山
東
京
伝
作

稚わ
か
え
の
は
と

枝
鳩　
　
　
　

 
全
五
冊　
　

曲
亭
馬
琴
作

右
の
し
ゆ
か
う
は
其そ

の

す
じ
両ふ

た
い
ろ書

と
も
に
相あ

い

同お
な

じ
し
か
れ
ど
も
さ
す
が
に
名め
い
じ
ん人

の
作さ
く

な
れ
ば
な
ら
べ
よ
む
と
き
は
猶な

ほ

興き
や
うあ

り
て
お
も
し

ろ
し
）
11
（

『
増
補
外
題
鑑
』
本
文
を
確
認
す
る
と
、同
一
項
目
と
し
て
一
つ
の
枠
の
中
に
記
載
さ
れ
、作
品
内
容
の
比
較
が
な
さ
れ
る
例
は
、シ
リ
ー

ズ
も
の
で
「
前
編
」「
後
編
」
と
い
う
つ
な
が
り
の
あ
る
作
品
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
例
を
以
下
に
挙
げ
る
。

小こ
さ
く
ら
ひ
め

桜
姫　

前
編
五
巻　

京
伝
作

小こ
さ
く
ら
ひ
め

桜
姫　

後
編
五
巻　

琴
魚
作

前
後
と
も
に
よ
く
揃
ふ
て
お
も
し
ろ
し
）
12
（
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梅ば
い
く
わ
ひ
や
う
れ
つ

花
氷
烈　

山
東
京
伝
作　

全
四
冊

後編

梅ば
い
く
わ
し
ゆ
ん
す
ゐ

花
春
水　

為
永
春
水
作　

全
四
冊

前ぜ
ん
へ
ん編

発は
つ
し市

の
後の
ち

数す
じ
ふ
ね
ん

十
年
後こ
う
へ
ん編

を
継つ
ぎ

て
全ぜ
ん
で
ん伝

と
な
る
実じ
つ

に
氷
ひ
や
う
れ
つ
し
ゆ
ん
す
ゐ

烈
春
水
の
如ご
と

く
解と
き
や
は和

げ
た
り
小こ
う
め梅

が
愁う
れ
への

眉ま
ゆ

を
開び
ら

き
看け
ん
ぶ
つ官

こ
れ
に
て
由よ
し
べ
ゑ

兵
衛

の
物も
の
が
た
り語と
い
ふ
べ
し
）
13
（

『
稚
枝
鳩
』
と
『
優
曇
華
』
は
、
シ
リ
ー
ズ
関
係
に
な
い
作
品
同
士
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
形
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い

て
は
、
鈴
木
が
「
二
点
連
記
は
当
然
新
し
く
続
編
が
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
記
す
の
が
一
般
だ
が
、
同
趣
向
を
扱
っ
た
こ
と
で
有
名
な
『
う

ど
ん
げ
物
語
』（
京
伝
）『
稚
枝
鳩
』（
馬
琴
）（
22
オ
）
も
並
べ
ら
れ
る
。」
と
す
る
）
14
（

。
ま
た
、
横
山
も
「「
優
曇
華
物
語
」
と
「
稚
枝
鳩
」

と
の
同
趣
向
の
在
り
様
と
そ
の
影
響
関
係
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
推
測
を
交
え
な
が
ら
各
様
に
説
か
れ
て
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
春

水
は
逸
早
く
そ
の
実
態
に
着
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
春
水
は
そ
の
実
態
の
内
容
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
な
い
、
事
実
知
り

も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
読
本
好
き
の
春
水
の
目
は
信
じ
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。」
と
す
る
）
15
（

。
鈴
木
は
『
稚
枝
鳩
』
と
『
優
曇
華
』

の
項
目
の
特
異
性
を
指
摘
し
、
横
山
は
春
水
の
目
線
―
二
つ
の
作
品
で
類
似
の
趣
向
が
用
い
ら
れ
た
点
に
影
響
関
係
を
見
出
し
た
こ
と
―

に
注
目
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
点
は
、
本
稿
で
扱
う
内
容
と
し
て
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
作
品
の
比
較
検
証
に
よ
っ
て
、
そ
の

点
も
考
察
し
て
み
た
い
。

『
増
補
外
題
鑑
』
の
『
稚
枝
鳩
』
と
『
優
曇
華
』
の
項
目
が
異
質
な
こ
と
は
、
偶
然
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
だ
が
、

研
究
史
上
で
〝
競
合
状
態
〞
と
さ
れ
た
作
品
群
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
後
年
の
出
版
資
料
で
あ
る
『
増
補
外
題
鑑
』
で
、
シ
リ
ー
ズ
関
係
に

あ
る
作
品
と
同
列
に
扱
わ
れ
た
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
二
つ
の
作
品
が
併
記
さ
れ
る
だ
け
の
認
識
が
確
か
に
存
在
し
た
と
考
え
て

よ
い
の
で
は
な
い
か
。
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他
方
、『
増
補
外
題
鑑
』
が
増
補
す
る
形
と
な
っ
た
一
枚
刷
の
『
出
像
稗
史
外
題
鑑
』
を
確
認
す
る
と
、
同
一
項
目
の
枠
に
掲
載
さ
れ

る
の
は
、『
増
補
外
題
鑑
』
と
同
様
、
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
作
品
の
み
で
あ
っ
た
）
16
（

。「
優
曇
華
物
語
」
の
項
で
は
「
金
れ
い
道
人
と
い
へ
る
も

の
吉
凶
を
卜
せ
し
よ
り
洪
水
に
人
を
助
て
禍
を
ひ
き
出
す
仇
討
物
か
た
り
」、「
稚
枝
鳩
」
の
項
で
は
「
弁
才
天
の
御
利
生
に
て
危
き
を
の

が
れ
或
は
凶
事
の
御
告
な
ど
い
と
面
白
き
仇
討
な
り
」
と
紹
介
さ
れ
、
別
々
に
掲
載
さ
れ
る
。

『
稚
枝
鳩
』
と
『
優
曇
華
』
の
関
わ
り
に
注
目
し
た
先
行
研
究
は
、
作
品
考
察
・
出
版
背
景
の
二
つ
の
方
向
か
ら
言
及
し
た
も
の
に
分

け
ら
れ
る
が
、
そ
の
両
方
の
観
点
に
お
い
て
、『
増
補
外
題
鑑
』
の
記
述
は
注
視
さ
れ
な
い
。『
増
補
外
題
鑑
』
に
お
け
る
『
稚
枝
鳩
』
と

『
優
曇
華
』
の
項
目
の
異
質
さ
が
単
な
る
偶
然
な
の
か
、
そ
れ
と
も
解
説
を
付
し
た
春
水
に
よ
る
何
ら
か
の
意
図
―
先
行
研
究
で
指
摘
さ

れ
た
両
作
の
関
連
性
を
意
識
し
た
内
容
―
な
の
か
と
い
う
問
題
は
、
や
は
り
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

四
、『
稚
枝
鳩
』
の
研
究
状
況
・
作
品
の
再
検
討

こ
こ
か
ら
は
『
稚
枝
鳩
』
の
あ
ら
す
じ
と
先
行
研
究
の
指
摘
を
確
認
し
た
い
）
17
（

。
以
下
に
梗
概
を
示
す
。
伊
豆
国
の
湯
が
島
村
の
浪
人
楯

縫
九
作
は
、
妻
と
長
女
の
息お
き
つ津
・
次
女
の
千
鳥
・
長
男
の
呉く
れ
ま
つ松
と
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
大
地
震
が
起
こ
り
、
九
作
は
呉
松
を
宿
泊

先
の
男
児
綾
太
郎
と
取
り
違
え
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
九
作
は
雲
州
尼
子
家
の
家
臣
楯
縫
所し
ょ
だ
ゆ
う

太
夫
に
依
頼
さ
れ
、
尼
子
家
当
主
鍾
愛
の
鷹

を
見
事
に
捕
獲
す
る
。
所
太
夫
は
九
作
の
廉
直
さ
に
感
じ
入
り
、
息
子
の
勇い
さ
み躬

と
息
津
を
婚
約
さ
せ
、
雲
州
に
引
き
取
る
。
約
十
年
後
、

綾
太
郎
・
千
鳥
は
夫
婦
と
な
り
、
男
子
赤
太
郎
が
生
ま
れ
る
。
九
作
宅
で
養
わ
れ
て
い
た
殖え
ぐ
り栗
字あ
ざ
く
ろ
う

九
郎
は
千
鳥
に
戯
れ
か
か
り
、
逆
恨
み

で
九
作
を
殺
害
す
る
。
綾
太
郎
は
妻
子
を
連
れ
字
九
郎
を
追
い
、
そ
の
道
中
に
盗
人
と
し
て
捕
縛
さ
れ
る
。
こ
の
間
に
、
赤
太
郎
は
餓
死

し
、
夫
の
死
を
耳
に
し
た
千
鳥
も
自
殺
す
る
。
解
放
さ
れ
た
綾
太
郎
は
絶
望
す
る
が
、
実
父
余よ
ろ
ぎ綾
福
六
・
取
り
違
え
ら
れ
た
相
手
の
呉
松
・
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そ
の
妻
音
羽
（
綾
太
郎
の
妹
）
に
再
会
す
る
。
福
六
の
後
妻
お
さ
め
（「
専
」
と
も
）
は
悪
僧
道
玄
と
密
通
し
、
お
さ
め
の
連
れ
子
が
殖

栗
弾
八
・
字
九
郎
で
あ
っ
た
。
こ
の
兄
弟
は
素
行
の
悪
さ
で
福
六
に
勘
当
さ
れ
た
が
、
お
さ
め
・
道
玄
が
密
か
に
匿
っ
て
い
た
。
養
父
の

仇
討
ち
の
旅
に
出
た
綾
太
郎
は
、
弾
八
・
字
九
郎
に
殺
害
さ
れ
る
。
お
さ
め
た
ち
は
福
六
た
ち
の
殺
害
も
企
て
る
が
、
お
さ
め
は
自
ら
が

用
立
て
た
毒
に
よ
っ
て
福
六
と
と
も
に
頓
死
す
る
。
雲
州
に
来
た
弾
八
は
息
津
に
懸
想
し
、
息
津
の
夫
勇
躬
を
冤
罪
で
獄
中
死
さ
せ
る
が
、

息
津
に
仇
討
ち
さ
れ
る
。
一
方
、
呉
松
・
音
羽
夫
妻
は
戦
乱
に
遭
い
、
音
羽
は
旅
費
の
た
め
に
人
肝
屋
）
18
（

に
自
ら
を
売
る
が
、
普
門
品
読
経

の
功
力
で
生
還
す
る
。
呉
松
は
綾
太
郎
夫
妻
の
亡
霊
に
導
か
れ
、
仇
の
道
玄
・
字
九
郎
を
討
つ
。
勇
躬
も
密
か
に
匿
わ
れ
て
お
り
、
生
き

残
っ
た
善
人
た
ち
は
士
官
先
を
得
て
、
子
孫
が
繁
栄
を
極
め
る
。

『
稚
枝
鳩
』
の
先
行
研
究
は
、
典
拠
へ
の
指
摘
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
特
に
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
第
七
〜
九
編
に

利
用
さ
れ
た
、
白
話
小
説
『
石
点
頭
』
十
「
江
都
市
孝
婦
屠
身
」、
十
二
「
侯
官
県
烈
女
殲
仇
」
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
他
の
箇
所
で
は
他

の
中
国
・
日
本
の
先
行
作
品
の
摂
取
が
指
摘
さ
れ
る
）
19
（

。

前
述
し
た
小
池
や
笹
野
の
論
で
は
、
作
品
の
要
点
が
複
数
箇
所
で
似
て
い
る
と
し
た
。
大
高
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、『
稚
枝
鳩
』
第
一

〜
四
編
（
大
地
震
・
弁
財
天
の
示
現
と
予
言
）
ま
で
と
、『
優
曇
華
』
の
第
二
段
（
大
洪
水
・
金
鈴
道
人
の
予
言
）
の
類
似
を
指
摘
し
、「
両

者
の
関
係
は
前
半
部
の
み
に
止
ま
る
」
と
し
た
）
20
（

。
大
高
は
別
稿
で
、『
稚
枝
鳩
』
や
『
月
氷
奇
縁
』
の
悪
人
像
に
も
言
及
し
、『
稚
枝
鳩
』

の
「
仇
討
ち
は
二
度
行
わ
れ
る
」
と
い
う
筋
書
き
を
示
し
、
そ
の
内
容
と
し
て
「
楯
縫
息
津
↓
殖
栗
弾
八
」「
楯
縫
呉
松
↓
殖
栗
字
九
郎
」

の
関
係
性
を
挙
げ
る
）
21
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
『
稚
枝
鳩
』
の
典
拠
が
中
心
的
に
考
察
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
『
優
曇
華
』
と
の
類
似
点
や
大
ま
か
な
作

品
構
造
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
趣
向
の
類
似
箇
所
の
多
さ
を
表
す
も
の
だ
が
、
作
品
構
造
や
人
物
像
へ
の
考
察
は
部
分
的
な
も
の
に
止

ま
り
、
検
証
が
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
先
行
研
究
で
典
拠
に
関
す
る
議
論
は
尽
く
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、『
稚
枝
鳩
』
の
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作
品
全
体
の
構
成
や
登
場
人
物
の
性
質
に
注
目
し
て
検
討
を
行
う
。

ま
ず
、『
稚
枝
鳩
』
の
作
品
構
造
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
こ
の
点
は
、
大
高
が
「
仇
討
ち
が
二
度
行
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
た
程

度
で
あ
り
、
本
格
的
に
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
前
述
の
梗
概
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
作
中
で
は
、
仇
討
ち
が
何
度
も
繰
り
返

さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
）
22
（

。
本
作
の
登
場
人
物
は
、
楯
縫
九
作
・
楯
縫
所
太
夫
・
余
綾
福
六
一
家
の
善
人
た
ち
と
、
お
さ
め
・
道
玄
・

弾
八
・
字
九
郎
の
悪
人
一
味
に
分
け
ら
れ
る
。
作
中
の
善
人
・
悪
人
の
言
動
や
辿
る
運
命
の
対
比
が
鮮
明
で
あ
り
、
物
語
は
こ
の
対
比
に

基
づ
い
て
展
開
し
て
い
く
。
兄
弟
姉
妹
と
し
て
扱
わ
れ
る
息
津
・
千
鳥
・
綾
太
郎
・
呉
松
）
23
（

の
そ
れ
ぞ
れ
が
仇
討
ち
を
志
す
も
、
悪
人
に
殺

害
さ
れ
た
り
、
身
内
が
死
亡
し
た
り
、
困
窮
し
て
仇
討
ち
を
諦
め
る
、
も
し
く
は
仇
討
ち
を
完
遂
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
す
。

作
品
内
部
の
兄
弟
姉
妹
が
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
に
お
い
て
〝
悪
人
の
悪
事
・
善
人
の
受
難
↓
善
人
の
仇
討
ち
〞
が
繰
り
返
さ
れ
、
最

終
的
に
悪
人
一
味
は
全
て
倒
さ
れ
る
と
い
う
筋
書
き
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
繰
り
返
し
は
本
作
の
人
物
像
と
も
深
く
関
わ
っ
て

く
る
。
次
説
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

五
、
悪
人
の
首
魁
・
協
力
す
る
悪
女

『
稚
枝
鳩
』
と
『
優
曇
華
』
に
関
し
て
、前
述
し
た
先
行
研
究
で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
点
と
し
て
、悪
人
の
人
物
像
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
優

曇
華
』『
月
氷
奇
縁
』『
稚
枝
鳩
』
は
、
趣
向
の
影
響
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
同
時
に
悪
人
の
性
質
に
つ
い
て
も
、
あ
る
一
定
の
傾
向
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、『
優
曇
華
』
で
悪
人
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
主
人
公
皎き
ょ
う
じ
ろ
う

二
郎
の
父
で
あ
る
網あ
ぼ
し干
兵ひ
ょ
う
え衛
宅
の
近
隣
住
民
、

大お
ろ
ち蛇

太
郎
一
味
、
貪
欲
の
医
師
内う
つ
み
か
い
あ
ん

海
鰕
庵
な
ど
で
あ
る
。

盗
賊
の
首
魁
で
あ
る
大
蛇
太
郎
は
、
作
品
冒
頭
で
発
生
す
る
大
洪
水
の
最
中
に
善
人
網
干
兵
衛
に
救
出
さ
れ
て
出
家
の
世
話
を
受
け
る
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が
、
そ
の
後
に
兵
衛
と
そ
の
妻
を
襲
撃
し
て
殺
害
す
る
。
元
々
、
近
隣
住
民
全
て
が
悪
人
で
あ
り
、
こ
れ
を
天
が
一
掃
す
る
と
い
う
予
言

が
高
僧
金
鈴
道
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
大
蛇
太
郎
は
出
自
か
ら
し
て
悪
人
と
言
え
る
。
加
え
て
、
主
人
公
と
そ
の
関

係
者
に
対
し
て
、
強
盗
・
拉
致
・
殺
人
な
ど
の
悪
事
を
広
く
働
き
、
金
鈴
道
人
に
化
け
て
金
品
を
集
め
た
こ
と
で
道
人
本
人
か
ら
「
仏
敵
」

と
し
て
語
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
大
蛇
の
被
り
物
を
手
下
に
操
ら
せ
て
巧
妙
に
旅
人
を
襲
い
、
自
身
の
住
処
を
言
い
当
て
た
主
治
医
の
内
海

鰕
庵
を
躊
躇
な
く
切
り
殺
す
な
ど
、
冷
徹
で
諸
事
に
長
け
、
作
中
の
善
人
全
て
の
仇
で
あ
る
大
悪
人
と
し
て
描
写
さ
れ
る
。

大
蛇
太
郎
の
ほ
か
、
と
り
わ
け
目
立
つ
悪
人
は
野い
の
し
し
ば
ば

猪
婆
で
あ
る
。
こ
の
老
婆
は
山
奥
で
茶
屋
を
営
む
傍
ら
、
大
蛇
太
郎
一
党
に
協
力
し

て
旅
人
を
襲
う
。
ま
た
、
表
向
き
は
産
婆
業
も
営
む
が
、
赤
子
を
間
引
い
た
り
、
金
品
を
受
け
取
っ
て
預
か
っ
た
幼
子
を
殺
害
し
た
り
も

す
る
。
こ
う
し
た
悪
行
の
中
で
野
猪
婆
の
最
大
の
悪
事
は
、
妊
婦
の
殺
害
で
あ
る
。
大
蛇
太
郎
の
鳥
目
の
治
療
の
た
め
、
皎
二
郎
の
家
臣

の
妻
真
袖
を
自
宅
に
誘
い
こ
ん
で
惨
殺
し
、
腹
の
中
の
赤
子
を
取
り
出
し
て
し
ま
う
。
後
に
真
袖
の
夫
健
助
が
仇
討
ち
を
行
う
が
、
そ
の

際
も
「「
何な
に
ら等

の
奴や
つ

な
れ
ば
夜や
ち
う中

狼ろ
う
ぜ
き藉

を
な
す
や
。
我わ
れ

を
誰た
れ

と
か
お
も
ふ
、
野ゐ
の
し
ゝ
ば
ゞ

猪
婆
と
て
、
強が
う
き気

の
誉
ほ
ま
れ

高た
か

き
女
な
る
ぞ
。
お
の
れ
目め

に
も

見
せ
ん
」
と
詈
の
ゝ
し
りつ
ゝ
、
菜な
が
た
な刀
を
さ
か
し
ま
に
と
り
て
、
立た
ち

む
か
ふ
」（
巻
之
五
上
）
と
い
う
よ
う
に
、
健
助
を
威
嚇
す
る
強
烈
な
印
象
の

人
物
で
あ
る
。

大
蛇
太
郎
・
野
猪
婆
の
人
物
像
が
際
立
つ
一
方
で
、
善
人
た
ち
の
処
遇
に
つ
い
て
は
丁
寧
に
伏
線
が
回
収
さ
れ
る
。
皎
二
郎
の
父
母
網

干
夫
妻
の
前
世
は
罪
人
で
あ
り
、
本
来
は
今
生
に
報
い
が
き
て
地
獄
で
呵
責
を
受
け
、
子
孫
も
血
筋
が
絶
え
る
運
命
だ
っ
た
と
、
金
鈴
道

人
が
語
る
。
し
か
し
、
今
世
の
善
行
に
よ
り
「
天て
ん
ど
う堂
に
生う
ま

れ
て
、
無む
げ
ん限
の
歓く
わ
ん
ら
く楽を
き
は
む
」
と
さ
れ
、
本
人
た
ち
の
横
死
の
み
で
、
子
孫

の
不
幸
が
回
避
さ
れ
末
代
ま
で
繁
栄
を
極
め
る
こ
と
が
、
皎
二
郎
に
説
明
さ
れ
る
（
巻
之
五
下
）。

ま
た
、
横
死
し
た
真
袖
は
、
夫
の
前
に
幽
霊
と
な
っ
て
現
れ
、
閻
王
が
真
袖
の
「
貞
節
」
を
憐
れ
ん
だ
た
め
に
冥
界
で
の
呵
責
は
受
け

ず
、
や
が
て
は
「
極
楽
国
」
に
送
ら
れ
る
と
い
う
（
巻
之
五
上
）。
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大
蛇
太
郎
や
野
猪
婆
の
よ
う
な
生
粋
の
悪
人
が
登
場
す
る
一
方
で
、
横
死
し
た
善
人
の
善
行
と
そ
の
報
い
が
漏
れ
な
く
示
さ
れ
て
い
る

点
で
、
本
作
は
勧
善
懲
悪
や
因
果
応
報
を
よ
く
表
し
た
後
期
読
本
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
た
）
24
（

。

で
は
、『
稚
枝
鳩
』
は
『
優
曇
華
』
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
。
そ
れ
は
、
以
下
に
検
討
す
る
通
り
、
人
物
像
に
つ
い
て

最
も
大
き
く
関
連
性
が
見
ら
れ
、『
優
曇
華
』
の
大
蛇
太
郎
・
野
猪
婆
に
相
当
す
る
人
物
が
登
場
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
大
蛇
太
郎
に
相
当
す
る
の
は
、
弾
八
・
字
九
郎
・
道
玄
の
一
味
で
あ
る
。
弾
八
は
息
津
を
手
に
入
れ
よ
う
と
勇
躬
に
近
づ
き
（
巻

之
四
）、
字
九
郎
は
九
作
に
養
わ
れ
な
が
ら
娘
の
千
鳥
に
関
係
を
迫
る
（
巻
之
二
）。
二
人
は
善
人
た
ち
に
取
り
入
り
つ
つ
、
そ
の
裏
で
悪

事
を
画
策
す
る
。
道
玄
も
表
向
き
は
僧
侶
で
あ
る
が
、
お
さ
め
と
密
通
し
、
毒
石
の
窃
盗
や
福
六
た
ち
の
暗
殺
を
企
て
る
（
巻
之
三
）。

こ
の
よ
う
に
悪
事
の
た
め
に
身
分
や
本
心
を
偽
り
、
悪
人
同
士
で
組
織
的
に
悪
事
を
繰
り
返
す
点
で
、『
優
曇
華
』
の
大
蛇
太
郎
の
人
物

像
に
近
似
し
て
い
る
。

〝
悪
女
〞
と
さ
れ
る
人
物
も
見
て
い
く
。『
優
曇
華
』
の
野
猪
婆
に
相
当
す
る
の
は
、
福
六
の
後
妻
「
お
さ
め
」
と
、「
茶ち
ゃ
び
き挽
の
長お
さ

」
と

い
う
老
婆
で
あ
る
。
お
さ
め
は
道
玄
・
弾
八
・
字
九
郎
と
結
託
し
、
夫
方
の
親
類
縁
者
を
冷
遇
し
、
や
が
て
は
近
隣
の
寺
に
封
印
さ
れ
た

毒
石
で
彼
ら
の
暗
殺
を
試
み
る
。
ま
た
、
逃
亡
中
の
弾
八
・
字
九
郎
を
匿
い
、
綾
太
郎
の
刀
に
膠
や
松
脂
を
入
れ
て
抜
け
な
い
細
工
を
し

た
こ
と
で
綾
太
郎
が
殺
害
さ
れ
る
な
ど
、
狡
賢
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
巻
之
三
）。

茶
挽
の
長
は
、
身
を
偽
っ
て
逃
亡
し
て
い
た
弾
八
に
金
で
買
収
さ
れ
、
弾
八
が
夫
あ
る
身
の
息
津
と
添
う
よ
う
に
水
面
下
で
画
策
す
る
。

息
津
が
親
戚
に
出
し
た
手
紙
を
届
け
る
使
者
も
茶
挽
の
長
の
密
告
に
よ
っ
て
弾
八
に
殺
害
さ
れ
る
。『
優
曇
華
』
の
野
猪
婆
ほ
ど
グ
ロ
テ

ス
ク
な
所
業
は
な
い
が
、
私
欲
の
た
め
に
躊
躇
な
く
他
者
を
陥
れ
て
害
す
る
人
物
で
あ
る
（
巻
之
四
）。

こ
の
よ
う
に
、
お
さ
め
と
茶
挽
の
長
は
、
明
ら
か
に
『
優
曇
華
』
の
野
猪
婆
に
似
通
っ
て
お
り
、
邪
悪
・
狡
猾
・
貪
欲
と
い
っ
た
性
質

を
も
つ
。
善
人
を
騙
し
て
悪
事
を
働
く
女
・
老
婆
と
い
う
設
定
は
、
趣
向
や
筋
書
き
の
一
つ
し
て
大
き
な
類
似
点
と
言
え
よ
う
。
だ
が
、
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大
蛇
太
郎
に
相
当
す
る
道
玄
た
ち
は
、
些
か
印
象
が
弱
い
。
む
し
ろ
、
天
才
的
な
大
悪
人
で
あ
る
大
蛇
太
郎
の
要
素
を
、
分
割
し
て
描
い

た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

そ
こ
か
ら
一
つ
の
仮
説
が
見
出
さ
れ
る
。
馬
琴
は
『
優
曇
華
』
に
登
場
し
た
印
象
深
い
悪
人
像
か
ら
、『
稚
枝
鳩
』
で
そ
の
要
素
を
分

散
さ
せ
て
、
複
数
人
の
悪
人
を
作
り
出
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
善
人
が
ぞ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
で
悪
人
に

よ
る
不
運
を
被
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
稚
枝
鳩
』
で
は
、
仇
討
ち
を
決
行
す
る
善
人
側
の
人
数
が
多
く
、
そ
れ
に

合
わ
せ
る
た
め
に
、
悪
人
の
要
素
と
人
数
を
分
散
さ
せ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
類
似
す
る
悪
事
や
善
人
の
受
難
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
仇

討
ち
の
話
型
が
繰
り
返
し
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

他
方
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、『
稚
枝
鳩
』
以
前
に
『
優
曇
華
』
を
参
照
し
た
と
さ
れ
る
『
月
氷
奇
縁
』
は
、
ど
の
よ
う
な
様
相
を

呈
し
て
い
る
の
か
。
悪
人
像
の
筆
頭
で
あ
る
石
見
太
郎
は
、『
優
曇
華
』
の
大
蛇
太
郎
と
の
類
似
点
が
多
い
。
そ
の
こ
と
は
大
高
の
論
で

立
証
さ
れ
て
お
り
）
25
（

、
冷
徹
で
諸
事
に
優
れ
、
盗
賊
の
親
玉
と
し
て
作
品
全
体
を
通
し
て
悪
事
を
重
ね
る
点
で
、
二
人
の
人
物
像
は
合
致
し

て
い
る
。

ま
た
、『
優
曇
華
』
の
野
猪
婆
に
相
当
す
る
の
は
、『
月
氷
奇
縁
』
で
は
「
六む
つ
た
の
け
ん
ば

田
虔
婆
」
で
あ
ろ
う
。
作
中
で
は
こ
の
老
女
に
〝
き
も
い

り
ば
ゞ
〞
と
読
み
が
ふ
ら
れ
、
仲
介
業
を
生
業
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
主
人
公
倭
文
の
病
を
治
療
で
き
る
薬
師
を
紹
介
し
、
そ
の
治
療

費
の
た
め
玉
琴
に
は
妾
奉
公
先
を
斡
旋
す
る
。
倭
文
と
玉
琴
の
涙
の
別
れ
の
直
後
に
は
「
五
七
両り
や
うの

辛ほ
ね
ほ
り
ち
ん

苦
錢
を
得え

て
俄に
は
かに

得と
く

つ
き
た
り
と

よ
ろ
こ
び
ぬ
」
と
い
っ
た
様
子
で
、
夫
妻
の
悲
運
を
間
近
で
目
に
し
な
が
ら
手
間
賃
を
得
た
こ
と
を
喜
び
、
情
け
よ
り
も
金
に
関
心
を
向

け
る
一
面
が
あ
る
（
巻
之
四
）。
主
人
公
の
関
係
者
と
し
て
は
、
悪
人
と
捉
え
ら
れ
そ
う
だ
が
、
こ
の
老
婆
は
、
後
に
倭
文
の
仇
討
ち
に

助
力
す
る
永
原
家
の
旧
臣
上
市
丹
治
の
息
子
二
人
を
、
倭
文
に
引
き
合
わ
せ
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
倭
文
の
眼
病
治

療
に
は
、
丹
治
の
息
子
た
ち
が
飼
う
白
い
猿
の
生
き
胆
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
生
き
胆
に
関
す
る
交
渉
役
を
六
田
虔
婆
が
担
い
、
倭
文
か



36

ら
託
さ
れ
た
代
金
入
り
の
財
布
が
、
永
原
家
の
山
鶏
に
纏
わ
る
珍
し
い
一
品
だ
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
丹
治
が
生
き
胆
を
求
め
る
相
手
方
が

旧
主
の
子
息
で
あ
る
と
気
づ
き
、
丹
治
の
息
子
二
人
が
倭
文
の
も
と
に
馳
せ
参
じ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
作
品
全
体
を
踏
ま
え

れ
ば
、
六
田
虔
婆
は
仲
介
業
に
熱
心
な
人
物
で
あ
り
、
善
人
側
に
積
極
的
に
悪
事
を
働
く
描
写
は
な
く
、
勧
善
懲
悪
を
標
榜
す
る
作
品
様

式
と
し
て
は
、
善
悪
の
ど
ち
ら
に
も
振
り
分
け
に
く
い
。

以
上
、『
稚
枝
鳩
』
を
中
心
に
『
優
曇
華
』『
月
氷
奇
縁
』
な
ど
の
作
品
を
比
較
検
討
し
た
。
悪
人
像
・
悪
女
像
に
共
通
性
が
多
く
見
ら

れ
、
そ
う
し
た
人
物
像
の
系
譜
を
作
品
の
刊
行
年
次
順
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
。

○
悪
人
像

『
優
曇
華
』（
大
蛇
太
郎
）
↓
『
月
氷
奇
縁
』（
石
見
太
郎
）
↓
『
稚
枝
鳩
』（
道
玄
・
弾
八
・
字
九
郎
）

○
悪
女
像

『
優
曇
華
』（
野
猪
婆
） 

↓
『
月
氷
奇
縁
』（
六
田
虔
婆
）

 

↓
『
稚
枝
鳩
』（
お
さ
め
・
茶
挽
の
長
）

こ
れ
ら
の
作
品
群
を
論
じ
た
従
来
の
説
で
は
、男
性
の
悪
人
像
の
印
象
が
強
い
た
め
か
、悪
女
像
を
複
数
作
品
で
比
べ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
ま
た
、
男
性
の
悪
人
像
に
し
て
も
、
先
行
作
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
そ
れ
を
分
散
し
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
、
指

摘
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

加
え
て
、
こ
う
し
た
説
か
ら
『
優
曇
華
』『
稚
枝
鳩
』
の
作
品
構
造
を
考
察
す
る
と
、
次
の
図
の
よ
う
に
な
る
）
26
（

。
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両
作
を
比
較
す
る
と
、
物
語
の
展
開
は
似
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。『
優
曇
華
』
で
最
大
の
敵
で
あ
る
大
蛇
太
郎
一
味
が
討
ち
と
ら
れ

る
の
は
結
末
部
分
で
あ
る
。
一
方
で
『
稚
枝
鳩
』
は
、
場
面
ご
と
に
悪
人
が
悪
事
を
働
い
て
善
人
に
受
難
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仇
討

ち
が
決
行
さ
れ
る
が
、
す
べ
て
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

ま
た
、
両
作
の
最
大
の
共
通
点
は
、
悪
人
を
手
助
け
す
る
強
烈
な
悪
女
が
登
場
す
る
点
で
あ
ろ
う
。『
月
氷
奇
縁
』
の
六
田
虔
婆
は
、

主
要
人
物
と
い
う
よ
り
端
役
の
よ
う
で
あ
る
が
、『
優
曇
華
』
の
野
猪
婆
の
よ
う
に
金
に
が
め
つ
い
要
素
を
も
っ
て
い
た
。
同
時
に
『
稚

枝
鳩
』
の
お
さ
め
・
茶
挽
の
長
は
、
そ
の
強
烈
な
悪
女
像
か
ら
、『
優
曇
華
』
の
野
猪
婆
の
姿
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図２　『稚枝鳩』の作品構造

図１　『優曇華物語』の作品構造
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六
、
お
わ
り
に
―
悪
人
の
造
型
と
深
化
―

こ
こ
ま
で
、『
稚
枝
鳩
』『
優
曇
華
』
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
馬
琴
の
前
作
『
月
氷
奇
縁
』
も
含
め
て
、
作
品
構
成
や
人
物
像
に
注
目
し
、

考
察
し
て
き
た
。
従
来
の
議
論
か
ら
、
馬
琴
の
『
月
氷
奇
縁
』
と
京
伝
の
『
優
曇
華
』
は
類
似
点
が
多
く
、
両
者
が
執
筆
過
程
で
互
い
の

草
稿
を
参
照
し
あ
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
『
稚
枝
鳩
』
と
『
優
曇
華
』
の
関
わ
り

を
検
討
す
る
と
、悪
女
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
、『
月
氷
奇
縁
』
以
上
に
『
優
曇
華
』
に
近
似
す
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
た
。
加
え
て
、『
稚

枝
鳩
』『
優
曇
華
』
を
対
比
す
る
こ
と
で
、
特
に
『
稚
枝
鳩
』
の
作
品
構
造
で
は
、
仇
討
ち
の
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
善
人
が
そ
れ
ぞ
れ
悪

人
と
対
峙
し
て
い
き
、
最
終
的
に
全
て
の
仇
討
ち
が
完
了
す
る
と
い
う
筋
書
き
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
稿
の
考
察
か
ら
、『
優
曇
華
』
で
示
さ
れ
た
大
悪
人
と
そ
れ
に
助
力
す
る
強
烈
な
悪
女
と
い
う
人
物
像
は
、『
月
氷
奇
縁
』
で
石
見
太

郎
に
踏
襲
さ
れ
、
六
田
虔
婆
に
そ
の
片
鱗
が
見
え
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、『
稚
枝
鳩
』
に
い
た
っ
て
は
、
作
品
内
に
善
人
の

仇
討
譚
を
重
層
的
に
入
れ
込
む
こ
と
で
、
そ
れ
と
対
に
な
る
複
数
の
悪
人
が
必
要
と
な
り
、
結
果
的
に
『
優
曇
華
』
の
大
蛇
太
郎
・
野
猪

婆
の
人
物
像
が
、『
稚
枝
鳩
』
で
複
数
人
の
悪
人
に
分
散
さ
れ
る
筋
書
き
へ
と
作
り
変
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
こ
と
を
考
え
る
に
、『
増
補
外
題
鑑
』
で
春
水
が
『
稚
枝
鳩
』
と
『
優
曇
華
』
を
併
記
し
て
筋
書
き
が
似
て
い
る
と
記
載
し
た

の
は
、
大
高
が
指
摘
し
た
作
品
前
半
部
の
近
似
性
に
加
え
て
、
作
中
に
見
ら
れ
る
強
烈
な
悪
女
像
に
よ
る
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、『
稚
枝
鳩
』
と
『
優
曇
華
』
は
、
作
品
の
類
似
点
と
し
て
認
め
ら
れ
る
要
素
が
増
え
た
た
め
、〝
競
合
状
態
〞
を
表
す
例
と
し
て
、

よ
り
密
接
な
影
響
関
係
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、『
増
補
外
題
鑑
』
の
記
載
に
つ
い
て
は
、『
月
氷
奇
縁
』
と
『
稚
枝
鳩
』
を
取
り
違
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
春
水
が
作

品
を
取
り
違
え
た
の
か
、
本
当
に
『
優
曇
華
』
と
『
稚
枝
鳩
』
が
似
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
は
、
今
回
の
『
稚
枝
鳩
』
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の
作
品
考
察
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
端
を
確
認
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
加
え
て
、
馬
琴
と
黙
老
が
指
摘
し
た
『
増
補
外
題
鑑
』
に
お
け
る

春
水
の
書
き
ぶ
り
に
、
ど
こ
ま
で
問
題
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
も
繋
が
る
考
察
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

最
後
に
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、『
月
氷
奇
縁
』
と
『
稚
枝
鳩
』
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、

作
者
で
あ
る
馬
琴
の
大
坂
旅
行
に
よ
る
上
方
の
出
版
業
界
か
ら
の
影
響
も
見
逃
せ
な
い
。
今
後
は
そ
う
し
た
点
も
含
め
て
、
考
察
を
進
め

て
い
き
た
い
。

﹇
注
﹈

（
１
） 

こ
う
し
た
状
況
は
、
多
数
の
先
行
研
究
で
言
及
さ
れ
て
き
た
。
研
究
史
の
流
れ
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
高
木
元
『
江
戸
読
本
の
研
究
―

十
九
世
紀
小
説
様
式
攷
』が
詳
し
い
。
高
木
は〝
競
合
状
態
〞を「
競
作
状
況
」と
呼
称
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
高
洋
司「
京
伝
、
馬

琴
と〈
勧
善
懲
悪
〉」で
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る「
競
合
状
態
」に
つ
い
て
大
高
自
身
は「
談
合
」と
す
る
仮
説
を
示
す
。

後
述
で
詳
細
を
述
べ
る
が
、
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
こ
の
状
況
を〝
競
合
状
態
〞と
呼
称
す
る
。

（
２
） 

小
池
藤
五
郎『
山
東
京
伝
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
）、
四
二
七
〜
四
三
三
頁
。

（
３
） 

後
藤
丹
治『
太
平
記
の
研
究
』（
河
出
書
房
、
一
九
三
八
年
）、
三
六
六
〜
三
八
五
頁
。

（
４
） 『
日
本
文
学
大
辞
典（
増
補
改
訂
）』（
新
潮
社
、
一
九
五
〇
〜
一
九
五
二
年
）、
笹
野
堅
に
よ
る『
優
曇
華
物
語
』『
復
讐
奇
談
稚
枝
鳩
』の
項
目
。

（
５
） 『
中
村
幸
彦
著
述
集　

第
四
巻
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
年
）、
四
二
四
〜
四
二
五
頁
。

（
６
） 『
優
曇
華
』『
月
氷
奇
縁
』『
稚
枝
鳩
』は
、
序
跋
に
見
え
る
執
筆
時
期
と
刊
行
時
期
が
前
後
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
先
に
京
伝
が『
優

曇
華
』の
草
稿
を
作
り
、
そ
れ
を
馬
琴
が
参
照
し
て『
月
氷
奇
縁
』を
書
き
、
そ
れ
ら
の
様
式
を
踏
襲
し
つ
つ『
稚
枝
鳩
』が
書
か
れ
た
と
さ
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
大
高
洋
司「『
優
曇
華
物
語
』と『
月
氷
奇
縁
』―
江
戸
読
本
形
成
期
に
お
け
る
京
伝
、
馬
琴
」が
詳
し
い
。

（
７
） 

大
高
洋
司「
京
伝
、
馬
琴
と〈
勧
善
懲
悪
〉」（『
国
語
と
国
文
学
』九
九
〇
巻
、
二
〇
〇
六
年
）を
参
照
。
大
高
は
こ
の「
仮
説
」の
ほ
か
、『
近
世
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物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
一
八
三
三
〜
一
八
三
四
年
稿
）を
中
心
に
、
馬
琴
自
身
に
よ
っ
て「
競
合
」の
イ
メ
ー
ジ
が
作
り
出
さ
れ
た
の
で
は

と
指
摘
す
る
。

（
８
） 

高
木
元『
江
戸
読
本
の
研
究
―
十
九
世
紀
小
説
様
式
攷
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
）、
四
九
〜
五
九
頁
。

（
９
） 
先
行
研
究
・
当
時
の
資
料
に
よ
っ
て
は『
増補

外
題
鑑
』『
出
像

稗
史

外
題
鑑
』と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
以
下
、『
増
補
外
題
鑑
』『
出
像
稗
史
外

題
鑑
』
と
表
記
す
る
。『
増
補
外
題
鑑
』
は
、
後
に
馬
琴
と
木
村
黙
老
に
よ
る
『
増
補
稗
史
外
題
鑑
批
評
』
で
、
分
類
・
作
品
の
採
用
方
針
・
批

評
内
容
が
妥
当
で
な
い
と
い
う
形
で
非
難
を
受
け
る
。
本
論
で
は
、作
者
や
板
元
な
ど
作
品
製
作
の
当
事
者
で
は
な
く
、第
三
者
的
な
見
方
・

一
読
者
と
し
て
の
目
線
を
提
示
す
る
春
水
の
認
識
に
注
目
す
る
た
め
、
馬
琴
・
黙
老
に
よ
る
批
評
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
論
じ
な
い
。）

（
10
） 

鈴
木
圭
一
の
諸
論
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
資
料
報
告
『
書
林
文
溪
堂
蔵
販
目
録
』、『
東
都
書
林
文
溪
堂
蔵
版
中
形
絵
入
よ
み
本
之
部
目

録
』―『
増
補
外
題
鑑
』成
立
の
一
過
程
」（
広
島
文
教
女
子
大
学
研
究
出
版
委
員
会『
読
本
研
究
』第
四
輯
下
套〈
溪
水
社
、
一
九
九
〇
年
〉）、

「『
増
補
外
題
鑑
』の
成
立
要
因（
上
）―
蔵
販
目
録
を
土
台
と
し
て
」（『
読
本
研
究
』第
八
輯
下
套
、
一
九
九
四
年
）、「『
増
補
外
題
鑑
』の
成
立

要
因（
下
）―
蔵
販
目
録
を
土
台
と
し
て
」（『
読
本
研
究
』第
九
輯
、
一
九
九
五
年
）。
横
山
邦
治
の
諸
論
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
春
水
の

読
本
観
と
馬
琴
―「
増
補
外
題
鑑
」を
通
し
て
」（『
国
語
と
国
文
学
』五
五
―
一
一
、
一
九
七
八
年
）や『
為
永
春
水
編
増
補
外
題
鑑
』（
和
泉
書

院
、
一
九
八
五
年
）の「
解
題
」。

（
11
） 

横
山
邦
治『
為
永
春
水
編
増
補
外
題
鑑
』四
五
頁
。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る『
増
補
外
題
鑑
』本
文
は
全
て
こ
の
本
の
影
印
か
ら
引
用
す
る
。
ま

た
、
古
典
作
品
や
出
版
背
景
に
関
わ
る
当
時
の
資
料
を
引
用
す
る
場
合
は
、
旧
字
を
新
字
体
に
改
め
て
記
載
す
る
。

（
12
） 『
為
永
春
水
編
増
補
外
題
鑑
』二
二
頁
。

（
13
） 『
為
永
春
水
編
増
補
外
題
鑑
』四
三
頁
。

（
14
） 「『
増
補
外
題
鑑
』の
成
立
要
因（
下
）―
蔵
販
目
録
を
土
台
と
し
て
」、
二
六
五
頁
。

（
15
） 『
為
永
春
水
編
増
補
外
題
鑑
』「
解
題
」一
六
八
頁
。

（
16
） 『
出
像
稗
史
外
題
鑑
』
の
該
当
箇
所
の
例
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
記
載
を
省
く
。
本
文
は
『
為
永
春
水
編
増
補
外
題
鑑
』
巻
末
の
影
印
資
料
を

参
照
し
た
。

（
17
） 

本
稿
で
参
照
・
引
用
す
る
作
品
本
文
は
、『
月
氷
奇
縁
』『
稚
枝
鳩
』は
鈴
木
重
三
・
徳
田
武
編『
馬
琴
中
編
読
本
集
成
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
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五
年
）第
一
・
二
巻
を
、『
優
曇
華
』は
山
東
京
伝
著
・
山
東
京
伝
全
集
編
集
委
員
会
編『
山
東
京
伝
全
集
』第
十
五
巻（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九

四
年
）を
用
い
た
。
ま
た
、
紙
幅
の
都
合
上
、
梗
概
は『
稚
枝
鳩
』の
み
挙
げ
る
。
残
り
の
二
作
品
は
、
本
文
の
引
用
元
と
す
る
書
籍
の
解
題

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
） 
作
中
で
は
、
戦
乱
の
中
で
人
間
の
肝
を
食
べ
る
迷
信
が
生
じ
、
肝
が
売
り
買
い
さ
れ
る
と
い
う
筋
書
き
が
あ
る
。

（
19
） 

典
拠
を
指
摘
す
る
先
行
研
究
は
複
数
あ
る
が
、『
馬
琴
中
編
読
本
集
成　

第
二
巻
』「
解
題
」が
詳
し
い
た
め
、
特
に
こ
れ
を
参
照
し
た
。
本
稿

で
は
、『
稚
枝
鳩
』の
作
品
構
造
や
人
物
像
に
着
目
す
る
た
め
、
典
拠
の
詳
細
な
考
察
は
行
わ
な
い
。

（
20
） 

大
高
洋
司「『
優
曇
華
物
語
』と『
曙
草
紙
』の
間
―
京
伝
と
馬
琴
―
」（『
読
本
研
究
』第
二
輯
上
套
、
一
九
八
八
年
）を
参
照
。

（
21
） 

大
高
洋
司「
馬
琴
読
本
の
一
展
開
―『
四
天
王
剿
盗
異
録
』と
そ
の
前
後
―
」（『
近
世
文
藝
』三
九
、
一
九
八
三
年
）四
七
〜
四
八
頁
。
こ
こ
で
は
、

『
月
氷
奇
縁
』『
石
言
遺
響
』『
稚
枝
鳩
』の
三
作
の「
簡
単
な
比
較
を
行
」い
、「
最
後
の
復
讐
に
係
わ
る
人
物
の
み
」に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
。

（
22
） 

綾
太
郎
・
息
津
・
呉
松
な
ど
三
人
の
人
物
が
仇
討
ち
を
決
行
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
綾
太
郎
は
、
悪
人
ら
の
姦
計
に
よ
っ
て
返
り
討
ち
に

さ
れ
る
形
で
殺
害
さ
れ
る
。

（
23
） 

綾
太
郎
は
取
り
違
え
ら
れ
た
子
で
血
の
つ
な
が
り
は
な
い
が
、
作
中
で
呉
松
と
義
兄
弟
の
間
柄
と
な
る
。

（
24
） 『
山
東
京
伝
全
集
』第
十
五
巻「
解
題
」、
五
九
〇
頁
。「
解
題
」は
徳
田
武
に
よ
る
。

（
25
） 

大
高
洋
司「『
優
曇
華
物
語
』と『
月
氷
奇
縁
』―
江
戸
読
本
形
成
期
に
お
け
る
京
伝
、
馬
琴
」（『
読
本
研
究
』初
輯
、
一
九
八
七
年
）

（
26
） 

図
は
、
場
面
ご
と
に
仇
討
を
し
た
代
表
的
な
善
人
を
示
し
、
悪
人
に
つ
い
て
も
同
様
に
表
記
し
た
。

 

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）
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SUMMARY

The Image of the Villain in “Wakae no Hato”
:The Relation to “Udonge Monogatari”

Makiko IKEDA

The “Wakae no hato” (1805) is a katakiuchimono by Kyokutei Bakin. It was 
written at the stage of the formation of the kōkiyomihon style at the beginning of 
the Bunka era (1804-1818). At this time, kōkiyomihon was popular due to the 
publication of Santou Kyōden's first work, “Chuushin suikoden zenpen” (1799); 
specifically, Bakin imitated Kyōden in writing his work. Given these circum
stances, it is believed that the early Bunka period was a time when Kyōden and 
Bakin alternated in publishing their works.

The “state of competition” between Kyōden and Bakin has been discussed in 
previous studies. The influence of “Wakaye no hato” on Kyoden’s “Udonge 
monogatari” (1804) has been pointed out. Naturally, the connection between these 
two works should be considered part of the “competition” between Kyoden and 
Bakin. However, it has been argued that Bakin's first novel, “Geppyo Kien” (1804), 
is more closely related to “Udonge Monogatari” than “Wakae no Hato” is. As a 
result, “Wakaye no hato” has received less attention, and its relevance to “Udonge 
monogatari” has remained insufficiently discussed.

On the other hand, there is an important description in “Zoho Gedaikagami” 
(1838), a publication-related list of the time. In “Zoho Gedaikagami,” “Wakae no 
Hato” and “Udonge Monogatari” are listed in the same section, with a comment 
stating that “the two works have the same synopsis, and it is interesting to read 
them side by side. In contrast, “Geppyo kien” and “Udonge monogatari” are listed 
in completely different entries, and there is no description where the connection 
can be read.

This paper discusses “Wakae no Hato” and “Udonge Monogatari” in terms 
of their structure and the nature of their characters. By doing so, we will present a 
new view on the relevance of the two works, which has been neglected in previous 
studies, in terms of the image of the Villain.




